
轟
強
調

…叢

、

最

低

生

活

費

免

税

論

・

・

植
民
政
策
是
非

…

小
作
制
と
小
作
法

…

経

済

道

と
纏

濟

術

・

・

海

運

に
於

け

る
競

争

と
猫

占

.

時

外隅

我
邦
消
費
税
の
鷺
系
を
論
ず

・

説

弛

リ

ッ
ケ

ル
ト

の
債

値

鰐

系

・

・

蕉

尾

張
藩

に
於

け

る
地

割

制

度

難
脚

線
岬

.、賭

羅

国

富

統

計
」
を
讀

み

て

・

法
學
博
士

皮
學
博
士

法
學
博
士

法

學

土

渋

墨

士

法
學
博
士

文
學
博
士

農

學

土

・法

學

士

小

川

郷

太

郎

原

勝

郎

河

田

嗣

郎

作

田

旺

一

小

島

昌

太

郎

帥

戸

正

雄

米

田
庄

太

郎

奥

田

或

汐

見

三

郎

一軋.覧



眈

苑

リ
ッ
ケ
ル
ト
の
個
値
開
系

(二
)

第
十
四
巻

(第
二
號

三
入
O
)

一
三
〇

説

一ヤ → 一

グ巳

㌔

リ

ッ
ケ

ル
ト

の
領

値
騰
系

(
二
)

米

田

庄

太

郎

第

一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
四
節

.灘

鰹

　
し
・　

騎

棚糠
城

翻
擁

謡
…襯
的
文
化
財
と
完
全
終
結

の
三
階
段
.

二
種
の
分
類
説
を
結
合
し
て
考

へ
る

`
、
⊥ハ
つ
の
償
情
断
～域
が
匠
別
さ
れ
る
。
先
づ
静
観
的
物
件
的
及
び
不
副肝
へ曾
的
文
化
財
の
部
　類
を
、
博兀
坐
終
結
の

三
階
段
に
結
び
付
け
て
考

へ
る
ビ
、
學
問
は
此
の
部
類
の
衣
化
財
の

一
に
し
て
、
不
終
結
的
絢
騰

の
階
段
或
は
將

來
財
に
騙
す

る
も

の
な
る
こ
ご
が
畳
ら
れ
る
。
.

9

躍
間

夫
れ
學
問
的
態
度
は
静
劉
に
漏
す
る
も

の
な
る
こ
ピ
、
學
問
は
人
格
者
に
非
ら
す
し
て

一
の
物
件

(

六

つ

の
償

値

絶

域

春
前

二
節
に
於
て
論
述
、せ
る
、

■



〆

で
め
る

こ
ε
、
文
學
問

の
肚

曾
的

生
活

に
封
ず

る
重
要

は
、
如

何

に
大
な

る
に
せ
よ
.
學
問

に
固

着
す

る
特
有

償

値

、
即

ち
眞

理

は
其

の
.純

樫
性

に
於
て
は
、
肚
會

的

こ
.し
て
受
賞
す

る
も

の
で
な

い
故

に
、
學
問

は
不
肚

會
的
財

に
敷

へ
ら

る
可

き
も

の
な

る
こ
ご
等
は
、
明
白

に
理

解

さ
れ

る
。
若

し
成

物
が
眞
理

で
あ

る
可
く
は
、
夫

れ

は
肚

會

が
存
在
す

る
や
否

や

に
頓

着

15
く
、
眞

理
で

め
る
可

き

で
あ
る
。
然

る

に
婚

姻

こ
か
家
族

`
か
國
家

ε
か
云

ふ

が
如

き
倫

理
的
財

は
.
概
念
的

に
さ

へ
も
肚
會
的

生
活

か
ら
離

さ
る
可
き
で
な

い
。
夫
れ
故

に
其

の
償
直

は
又

、

肚
會
的
償
臓

ご
云
は

る
可

き
で
あ

る
。
更

に
完

全
終

結

の
三

階
段

の
上
か
ら
考

へ
る
ご
、
學
問

は
吾
人

の
盟

鹸

の

内

容
こ
な
b
得

る
総

て
の
も

の
を
考
察

し

、
之
を
認

識

せ

ん
ご
努

め
る
も

の

に
し
て
、
実
れ

は

っ
ま
り

一
の
蠢

き

る
庭
な

き
材
料

の
前

に
立
ち

、
其

の

一
元
主
義

的
傾

向

は
、
共

の
材

料

に
謝
し
て
、
決

し
て
完
全

な

る
終

結

に
達

す

る
こ
ビ
が
出

家
な

い
の
で
め
る

か
ら
啄

學
問

は
火
不
終
結

的
総
艦

の
純

減
に
麗

し
、
將
家
財

の
中

に
敷

へ
ら

る

可

き
も

の
で
あ

る
こ
ご
は
、
明
ら

か
で
あ

る
。

學
問

が
完

全
終
結

性
を
峡

い
て
居

る
ご
云

ふ
こ
`

は
、
其

の
論
理
的
基

礎

に
於

て
、
既

に
明
白

に
現
は

れ
て
居

る
の
で
あ

る
。
學
問

の

一
元
主
義

的
傾
向

に
謝

し
て
、
本

来
學
問

の
本
質

に
贋

す

る
も

の
こ
認

め
ら

れ
、
而

し

て

理
論
的
範
域

に
於

て
は
、
決

し
て
統

「
ぎ
れ
る
こ
ご

の
出
京
な

い
二

つ
の
二
元
性

が
、
野

立

し
て
戻

る
。
夫

れ
は

形
式

ざ
内
容

ざ
の
判

立

ε
、
主
観

ご
客
観

ε
の
封

立

ε
で
あ

る
。
確

か
に
先
づ
形
式

ご
質
料

ご
の
結
合

は
、

一
の

理

論
的
「
対
象

」を
與

へ
る
。併

し
真
理

の
附
着

す
る
総

て

の
學
問
的

識
見
は
、
形
式

ε
内
容

こ
の
相
協
性

を
肯

定
す

る
、

一
の
刎
断

の
形
態
を
必

然
的

に
ε
る
。
而

し
て
其

の
中

に
同
特

に

一
の
二
元
性

が
存
す

る
。

暴

れ
質
料

ざ
形

式

ご
は
、
ま

さ
し
ぐ
相

騙
的

な
も

の
ご
し

て
肯

定

さ
れ

る
短

め
に
、
.又
離

れ
た
も

の
ε
し
て
、
考

へ
ら
れ

ね
ば
な

眈

苑

リ
ッ
ケ
ル
ト
の
倒
値
艦
系
(二
)

第
十
四
巻

(第
二
號

三
八
一
)

一三

】

、

■



、

」

説
」
苑

リ
ッ
タ
ル
ト
の
便
便
艶
糸
〔二
)

第
十
四
巻

(第
二
號
口三
八
二
)

=
二
二

ら

諏
か
ら

で
あ

る
。
「
概

念
」
は
只
見

掛
上
統

　
を
示

す

だ
け
で
あ

る
。

ご
云

ふ
の
は
、
概
念

は
只
其

02
意
味

に
於

て
、

　
の
割

断

に
.論
理
的

に
均
等

で
あ
り
得

る
限
b

に
於

て
、
此

く

て
同
様

に
形
式

ε
内
容

ε
の
相
厨

性
を
表

現

す

る
限

り
に
於
て
、
.眞

理

を
保
有
す

る
か
ら

で
あ

る
。
而

し
て
此

の
形
式

ξ
内

容

ご
の
緊
張

ε
同
様

に
、
主
観

乏

客
観

こ
の
二
元
性

は
、
文
學
問

に
於
て
は
決

し
て
除

去

さ
れ
な

い
の
で
あ

る
。
主
観

は
着

し

一
般

に
、
客
観
角

に

認
識
す

可
き
も

の
な
ら
ば

、
常

に
己

れ
か
ら
独

立
す

る
客

観

に
樹

立
せ
ね
ば
な
ぢ

滋
。
吐

く
て
理
論
的
静
観

は
、

又
庇

の
關
係

に
於

て
も
、
.決

し
て

一
の
完

全
な

る
終

結

に
達
す

る
こ
芭
な
く

、
夫

れ
が
把

捉
せ

ん
零
努

力
す

る
材

料

か
ら
、
特
異

な
仕

方

に
て
離

れ
て
居

る
。

畢
問

の
外

に
、
術

ほ
不
終
結
的
総
滞
或

は
牌
來
財

の
中

に
、
静
観
的

、
非
人

啓
的

及

び
不
肚
倉

的
節

減

に
厩
す

る
他

の
構
成
物

が
存

在
す

る
か
、
或

は
考

へ
得
ら
れ

る
か
ε
云
ぶ
問
題

は
、
此

庭

に
は
論

ぜ
す

に
置

い
て
も
よ

い

ε
思

ふ
。
此
慮

に
肝

要
な

る
は
只
學

問
的
生
活

を
鵤

系
中
に
排

慣

し
、
之
を
第

一
の
完
全
終
結
階
段

の
、
歴
史
的

に
與

へ
ら

れ
た

る
貴

例

乏
し
て
、
理
解

す

る
ご
云
ふ

こ
ε
だ
け

で
あ

る
。
以

下

の
論
述

に
於

て
も
、
吾
人

が
龍

系

の
展
開

に
於

て
引

き
入
れ

る
文
化
財

は

ヤ

ハ
リ
、
ロ
バ
實
例

ε
見
倣

さ
る
可

き
で
あ

る
。

鋤

藝
術

次

に
余

輩
は
先
づ
、
静

観

の
方

面
に

於

て
、
割
断
ず

る
學
問
封
土

に
超

出
す

る
も

の
は

、
何

で
あ

.

る
か
を
考

へ
て
見

よ
う
。
但

し
此

庭

に
完
全
終

結
が
達

せ
ら

れ
る
爲

め
に
は
、

「
切

の
緊
張

が
除
去

さ
れ
ね
ば
な

ら

ぬ
が
、
併

し
余
輩

眺
暫

ら

く

、
形
式

ご
内
容

ε
の
關

係

に
附

て

の
み
、
考

へ
る
こ
ε

＼
す

る
。

今
余
輩

は
其

の

諸

要
素

が
相

厩
的
な

る
も

の
ご

し
て

さ

へ
も

、
相

互

に
離

さ
れ
な

い
庭

の
、
静

観

の

一
調
象

を
考

へ
る
こ
ざ
が
出

演

る
。
吾

人
若

し

一
の
事
物

に
勘

し

て
、
割
蹴

的
で
は
な
く

、
直
観
的

な
態
度
を

ε
る
な

ら
ば
、
吾
人

は
実

れ
が



形

式

ざ
内
容

ξ
か
ら

、
成

立
す
る

ざ
云

ふ
二
ε

に
付

て
、
何
物

を
あ
知

ら
な

い
。
只
其

の
理
論
的

反
省

に
謝
し

て

の
み
此

二
元
性

が
存

立
す

を
の
で
あ

る
。
直
観

的
主

観

は
直
接

に

一
の
統

一
を
鵬
験

し
、
而

し
て
ま
さ
し
く
其

の

統

一
の
骸

駿

に
於

て
、
償
傾
が
存

立
す

る
の
で
あ

る
。
此

庭

で
は
総

て

の
問
題
や
、
疑

問
の
不
安
や
、
更

に
相

厨

性

の
承

認

さ

へ
も
消

失
す

る
。
此

く

て
吾

人
は
論

理

的
償
脩

ざ
は
異

な

れ
る
償
値

を
實

現
す

る
財

に
接
す

る
。

而

し
て
其

の
・實
現

に
あ
り
て
は
防
若

し
静
観

が
総
膿

を

占
有

せ
ん
`
し
な

い
な
ら

ば
、
何
等

の
困
難
も
起
ら

な

い
。

其

の
實
現

に
よ
b
て
静
観

は
完
全
終

結
的
特
殊

に
達

す

る
の
で
あ

る
。

此
慮

に
其

の

　
例

を
文
化
生
活

に
於

て
求

め
る
な

ら

ば
、
吾

人
は
藝
術
作
品

に
於

て
之
を
見
出
す
。
此

の
財

も

亦
學
問

の
如
く
、
人
格
者

の
耐
會
的

生
活

に
劃

し
て

、
時

々
如

何

に
重

要
で
あ

っ
て
も
、
壷

に
静
観
的

籠
城

に
嘱

す

る
の
み
な
ら
す

、
更

に
叉
非
人
格

的
及
び
不
泄
曾

的

範
域

に
腸
す

る
。

し
か
も
夫

れ
自
身
を

越

へ
て
、
將
來
を

指

示

し
な

い
。
実

れ

は
現
在

の
瞬
間

に
野
し

て
、
其

の
完

全
な

る
意
義

を
有
す

る
。
實

に
吾
人

が
完

全
終
結

ご
し

て
理
解
す

る
も

の
は
、
多

く

の
人

々
に
め
b
て

は
、

ま

さ
し
ζ
審
美
的

儂
値

ご
同

一
硯

さ
れ
る
で
あ
ら

う
。
藝

伽

的

形
式

は
膿

瞼
内
容

の

一
斤
を
、
飴
他

の
世
界

ご
の
結

合
か
ら
、
此
く

て
総

て

の
進

歩
す

る
鞍
達

か
ら
引

き
離

し

て
、
包
括

す

る
の
で
あ
る
、
吐
く

て
藝
術
作

品

は
、

完
全

に
終
結

さ
れ
た

る
部

分
ε
し
て
、
実
れ
自
身

に
於

て
安

住

す

る
の
で
あ

る
。

審
美

的
判
断

は
形

式
ご
内
容

ε
の
相
腸
性

を
、
肯

定
す

る

ε
考

へ
る
の
は
謬
見

で
あ

る
。
割
断

は
常

に
理
論

的

の
も

の
で
め

る
。

さ
れ
ば

嚴
密

に
云
は

～
、
審
美

的

判
断
な

る
も
の
は
存
在

し
な

い
。

人

々
が
然

か
稽
す

る
も

の

は
、
實

は
審
美
的

償
値

に
關
す

る

一
の
理
論
的
判
断

で
あ
る
。

而
し
て
此

の
理

論
的

判
断

に
於

て
は
、
確

か
に
形
.

観

苑

リ
ジ
ク
ル
ト
の
偵
値
盟
系
(二
)

第
十
四
巻

(第
二
號

三
入
三
)

=
三
二

『



説

苑

9
ツ
ケ
ル
ト
の
慣
…幌
罷
系
(二
)

第
十
四
巻

(第
二
號

三
八
四
)

=
二
四

式

`
内
容

ざ
は
離

れ
て
現

は
れ
る
。
併

し
是

に
よ

り
て
五
四
は
ま

さ
し
く
、
審
美
的

静
観

の
範
域

を
去

つ
で
居

る
の

で

め
る
。

理
論

的

に
考

ふ
れ
ば
、
罹
美
的

債
値

も
亦

「
規
範

」
の
形

態
を
ご
ゆ
、
自

か
ら
緊

張
を
起
す
。

さ
れ
ざ
審

ゾ
　
ソ

ノ

美
的
状
態
其
物
は
、
か
N
る
當
爲
を
知
ら
な

い
。
規
範

は
愛
賞
す
る
、
併
し
夫

れ
は
沈
黙
す
る
。
此
(
て
吾

人
は
.

先
づ
論
理
的
償
値
ε
藝
術
的
償
値
ε
を
分
ち
、
之
を
組
織
的

に
整

へ
る
こ
ご
が
出
來
る
。
要
す

る
に
両
者
は
静
観

的
、
非
人
栴
的
及
び
不
砒
曾
的
な
る
も
の
㌧
範
域
に
圏
す

る
が
、
併
し

一
は
不
終
結
的
全
勝

に
附
着
し
、
他
は
完

全
終
結
的
特
殊
に
附
着
す
る
の
で
み
る
。

司

汎
脚
数

さ
れ
ご
来
れ
だ
け
で
、
此
の
系
列
は
完
結
し
な

い
。
此
庭

に
此
の
系
列
の
第
三
階
段
も
亦
、
歴

ボ

し

史
的
文
化

の
構
成
物
を
特
質
附
け
る
に
、
適
す
る
も

の
で
な

い
か
ε
云
ふ
問
題
が
起
る
9
A
「
藝
術

に
於
て
は
、
形
式

ε
内
容
ご
の
二
元
性
ぽ
征
服
さ
れ
た
が
、
併
し
ま
だ
主
観
ε
客
観
ε
の
二
元
性
は
残

っ
て
居

る
。
是

れ
只
吾
人
が

藝
術
作
品
を
客
観
こ
し
τ
、
吾
人
に
対
立

さ
せ
る
時
に
の
み
、
吾
人
は
之
れ
に
射
し
て
、

一
の
純
審
美
的
態
度
を

ご
る
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
此
の
野
立
は
特
殊
的
完
全
終
結
を
攪
乱

し
¢
い
。
蓋
し
夫
れ
は
只
客
観
に
關

す
る
だ
け
で
、
主
観
は
云
は

ゴ
忘
れ
ら
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
れ
ご
静
観

の
最
高
階
段

に
於
て
、
総
騰
が
把

捉

さ
る
可
く
は
、
統

一
は
総
て
の
關
係
に
於
て
實
現
さ
れ
、
此
く
て
終
結
的
或
は
有
限
的
主
観
も
亦
、
全

一
の
中

に
没
入
せ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

時
ε
し
て
は
學
、問
が
、
此

の
完
全
終
結

に
達
す
る
ご
信
ず
る
。
夫

れ
は
學
問
が
、
世
界
の
本
質
は
悟
性

に
捨
て

ゴ
は
な
く
、
只
直
罷

に
於
て
の
み
、
啓
示
さ
れ
る
ε
敏

へ
る
時
で
あ
る
。
併
し
か
N
る
「
世
界
観
」
は
認
識

己
し
て

不
催
實
な
も
の
で
あ
る
。
此
庭

に

一
層
重
要
な
る
は
、

一
種
の
宗
漱
の
歴
史
的
事
實
で
あ
る
。
而
し
て
其

の
適
例



、

は
徹
底
的
帥
継
主
義
に
於
て
、
恐
く
は
佛
敏
に
於
て
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
此
庭

で
は
世
界
は
其
の
絡
膿
に
於
て

主
観
も
亦
全
然
コ

切
」
の
中
に
役
人
す

る
様

に
、
静
観
的

に
把
捉
さ
れ
る
こ
ご
が
要
求
さ
れ
る
。
総
て
の
二
元
性

は
除
去
せ
ら
れ
、
総
て
が
只

一
の
紳
で
あ
る
。
汎
牌
激
に
於
て
、
膏
に

=
兀
主
義
が
其

の
完
全
終
結
を
見
出
す

の

み
な
ら
す
、
又
僧
位
の
非
人
株
的
及

び
不
肚
會
的
性
偵
は
、
完
全
終
結
総
膿

の
此
の
籠
城
に
於
τ
、
最
も
純
粋
に

表
現
さ
れ
る
。
箇
人
は
無

で
あ

る
。
箇
人
の
共
同
生
活
は
最
早

一
人
ε
他
人
ご
の
何
等
の
關
係
を
も
示
さ
す
。
我

は
汝
で
あ
b
、
汝

は
我
で
あ
る
.

一
切
の
多
、
随

ふ
て
少
な
く
も
二
人
を
前
達
す
る
各
肚
會
的
要
素
は
、
「
全

↓
」

の
中

に
消

へ
る
。
「
世
界
」
は
否
定
さ
れ
、
紳

の
み
が

一
切
で
あ
る
。

此
く
て
歴
史
的
文
化
生
活
の
示
す
瀞
槻
の
三

つ
の
、
相
異
な
れ
る
主
要
な
る
種
類
が
、
実
れ
に
腐
す

る
財
及
び

慣
値
己
夫
に
、
僧
位
能
系
に
於
け
る
階
段
こ
し
て
定
世
さ
れ
る
。
総

て
他
の
も
の
は
、
吾
人
が
此
庭
に
看
過
す
可

き
人
格
的
、
趾
會
的
及
び
活
動
的
要
素
が
入
り
込
ま
な

い
限
b
、
右
の
三
典
型
の
混
合
形
磯
ε
し
て
解

さ
る
可
き

で
あ
る
。
實

に
此
の
論
理
的
、
審
美
的
及
び
神
秘
的
横
笛
の
秩
序
は
、
麿

に
事
實
上
存
在
す
る
静
親
的
、
非
人
格

的
及
ぴ
不
耐
會
的
住
活
を
包
撮

し
㍊
く
す
の
み
な
ら
す
、
同
時
に
叉
今
後

の
文
化
鞍
達
か
、
機

に
鷹
じ
て
齎
ら
す

其
の
生
泌

の
後
の
種
類
も
、
少
な
く
も
必
然
的
僧
位
が
之
れ
に
附
着
す

る
限
り
馬
具
の
秩
序
の
中
に
取
り
込
ま
れ

得
る
こ
ご
を
、
保
讃
す
る
の
で
あ
る
り
蓋
し
吾
人
は
完
全
終
結

の
傾
何

の
見
地

の
下
に
於

て
は
、
其
筈

の
三

つ
の

範
域
が
相
互
に
異
な
れ
る
`
同
様
に
、
其
筈
三

つ
の
範
域

か
ら
異
な
る

一
の
範
域
が
、
如
何
に
し
て
成
立
す
可
き

か
を
、
考

へ
得
な

い
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
吾
人
は
此
の
方
面
を
去

っ
て
、
活
動
の
人
格
的
、
肚
會
的
財
の
考
究

に
韓
じ
た

い
ε
思
ふ
o

観

菊

リ
ッ
ケ
ル
ト
の
慣
位
禮
系
(二
)
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二
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六

活

動
的
文
化
財
と
完
全
終
結

の
三
階
段

今

活
動

的
、

人
格

的
、
及

び
肚

會
的
文
化
財

の
範
域

に
於

て
も
亦
、

畳
ハに
安

富
的

な
償
疽

の
存

す

る
こ
ご
を
、
承
認

レ
な

い
衝
撃
者

は
多

い
か
も
知
れ

識
。
哲
畢

の
本

質
は
静
観

或
は

思
索
で

あ
る
が
故

に
、
生
活

の
哲
學
的

意
義
は
、

只
静
観

其

の
物

に
於

て

の
み
、
見
出

さ
れ
得

る
`
信
ず

る
人

々

が
多

い
。
徹

底
的
肺
秘
宝
義
者

ば
、
只
彼
等

の
静

観

の
種
類

の
み
を

正
當

ご
考

へ
、

而
し
て
夫

れ
故

に
只
永
久
財

に
の
み
償
魔

を
認

め
、
或

は
學

問
及
び
藝
術

に
於

て

、
精

々
の
嘘

で
、
全

一
神

の
「
直

見
」
に
達
す

る
途

の
前

階
段

を
認

め
ん
≦
す

る
に
止

め
る
。
併

し
吾

人
は
特
殊
的

償
億

に
封

ず

る
か

、
る
態
度

に
就

て
は
、
此

慮

に
敢

て
論
じ

や
う

ε
は
し
な

い
。

夫
れ

は
世

界
観

の
仕
事

で
あ

る
。
吾

人

は
此
庭

で
は
、

一
の
出
来

る
だ
け
完

全

な
贋
直

腸
系

を
求

め
る
の
で
あ
る
。
而

し
て
夫

れ
故

に
世
界
観

に
最
も
廣

き
基

礎
を
血
ハ
へ
る
薦

め
に
、
叉
活
動

的
、

人
格

的
及

び
肚

會
的
範
域

を
も
公
半

に
承

認

せ
ね

ば
な
ら

鳳
ざ
考

へ
る
の
で
あ

る
。

喝

飛
禽

的
倫
理

今

文
化

は
學
問

生
活

、
藝
術

生
活

、
侮
理

生
活
及

び

宗
敏
生
活
等

の
四
部
類

に
分
た
れ

る

ぐ
こ
ざ
を

考

へ
る
ご
、
喜

人
は
右

に
論

磁
し
庭

の
、
完

全
終
結

の
三
階

段

に
諷

し
て
、
儒

ほ
全
一
地

位

を
與

へ
ら

れ

て
居

な

い
、
財

の

↓
部
類

の

み
る

こ
ご
が
魁

ら

れ
る
。
夫

れ
ぽ
倫

理
財

で
あ
る
。
倫

理
財

は
如

何
な

る
範
域

に
麟
…

す

る
か
、.
倫
理
的
生
活

の
概

念

は
、
學

聞
及

び
蔓
衍

の
生
活

や
、
又
は
神
秘

主
義

的
及

び
汎

神
教
的

宗
敏

の
生
活

の
如
く
、
容
易

に
決

定

さ
る
可

き
も

の
で
な

い
.一
余

輩

は
此
庭

で

は
只

倫
理
的
財

は
人
格
者

で
あ

る
こ

ご
、
及

び

倫
理
的
生
活

ば
静
劇

で
な

い
こ
ご
を
前

足
す

る
が
故

に
、

ま

さ
し
く
人
格
者

の
活
動

に
限

り
て
、
之
を
考
察

し
得

る

こ
ご
を
、

一
般

的

に
承

認
す

る
に
止

め
る
。
余
輩

は
此
庭

で
は
只
倫
理
學

が
魔
除

宿
墨

ε
し
て
、
行

寫
す

る
人

間

や
鍬

象

ご
す

る
限
り

に
於

て
、
倫
理
學
を
論
ず

る

の
で
め

る
。
併

し
何

が
活
動
す

る
人
格
者

に
、
特

に
倫
理

的

ρ

「



な
性
質

を
與

へ
る
か
。
此

の
問
題

に
よ

り
て
、
吾
人

は
此
庭

に
解
決

さ
れ

る
こ
ご
の
出
來
な

い
、
多
敷

の
問
題

に

濁

れ
て
く

る
。
夫

"
に
拘
ら
ず

、
倫
理
的
隈
笹

に
黝

し

て
、
鴨
案

内
に
於
け

る

↓
定

の
地

位
を
與

へ
ん
ε
欲
す

る

　
ス
フ

こ
ロ

レ

な
ら

ば
、
吾
人

は
先

づ
必
}
倫

理
的

世
界

に
扇
す

る

「
範
域

、
帥

ち
「
法
則
」
に
自
由

に
服
従
す

る
、
自
律
的

な
、

人
格
者

の
義

務
を
意

識
す

る
意
志
を
掴

み
出

さ
ね
ば

な
ら

ね
。
恐

ら
く
は
此

の
如

く

に
し
て
生

起
す

る
倫

理
財

の

概

念
は
、

「
あ
ま
り
狭

い
か
も
知
れ

の
。

し
か
も
之

れ
に

よ
り

て
吾

人
は
確

か
に
、
文
化
生
活

に
於

て
事
買

上
存

在

し
、
又
吾
人

の
鴨

系

中

に
排

列

さ
る
可

き
贋

直

の
附

着
す

る
、

一
範
域

を
決
定
す

る
の
で
あ

る
。

併

し
吾

人
は
此
庭

に
止

ま

る
こ
ご
は
出

火
な

い
。

吾
人

の
右

の
如
く

に
し
て
得

た

る
僧
値
概

念

は
、
あ
ま
り

に

狭

く
見

え
得

る
が
、
他

の
關

係

に
於

て
は
、
叉

夫
れ

は
あ
ま

b

に
廣

い
の

で
あ

る
。
総

て

の
財

の
實

現
は
義

務

ピ

し
て
現

は
れ
得

る
。
即

ち
學

問
人
及

び
藝
術

人
も
亦

、
若

し
眞
理

の
爲

め
に
翼

理
を
求
め
、
芙

の
矯

め

に
美
を
求

め
る
な

ら
ば

、
任
意
的

に
規
範

に
從

ひ
、

一
の
貞

律
的
意

志
を
有

っ
て
居

る
。
暴

れ
世
界
観
論

に
謝

し
て
は
、
甚

だ
貢
、要
な

る

一
の
事
情

で
あ

る
が

.
し
か
も
吾

人

は
此
庭

で
之

を
詳
し
く
論
究
す

る
暇

を
有

し
な

い
。
此
塵

で
は

吾

人
は
只
、
特

に
倫

理
的
な
意

志
を
詳

し
く
決

定
す

る
だ
け

に
、
止

め
ざ

る
を
得
な

い
の
で
あ

る
。
吾

人
は
是
れ

ま

で

に
人
格
者
及

び
活
動

に
待

て
論

じ
た
が
、
併

し

砒
會
的

要
素

は
看
過

し
だ
。

さ
れ
ば
自
律

の
概
念

は
あ
ま
b

に
廣
す

ぎ
協
様

に
見

え
た
。

自
由

意
志

は
叉
非

人
格

的
、
艀
蜆
的

生
活

の
不
肚
會
的
財

に
も
、
結

び
付

き
得

る
の

で
あ

る
。

然

る
に
之

れ

に
反

し
て
吾

人

は
倫
理

を
祉

會
倫

理

ご
し

て
解
す

る
な
ら
ば
、
帥

ち
義

務
意
識

は
只
償
値

一
般

の
實

現

に
向

け
ら

れ
る
だ
け
で
な

く
、
耽
會
生

活

に
於

け

る
自
律
的

人
格

の
實
現

に
、
向

け
ら
れ

る
も

の
な

訊

苑

リ
ッ
ケ
ル
ト
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一
三
入

る
を
考

へ
る
な
ら
ば

、
吾

人
は
足

れ
ま

で

に
論
せ
し

財
及

び
贋

傾

芭
、
鋭
く
匠

別

さ
れ

る
財
及

ぴ
償
値

の

一
新

範

域

に
、
達
す

る
の
で
あ

る
。
而

し
て
吾

人
は
此

の
新

篇
域

に
劃

し
て
、
鴨

系
内

に

一
定

の
地

位
を

與

へ
ね
ば

な
ら

漁

。

`
,

今
活
動
.酌
人
柊
者
の
絡

て
の
結
合
に
於
て
、
吾
人
が
「
慣
習
」
ε
構
す
る
成
物
が
作
ら
れ
る
.即
ち
肚
會

の
各
成
員

に
劃
し
て
、

「
定
の
生
活
形
式
が
強
要

さ
れ
る
。
而
し
て
之
れ
に
よ
り
て
箇
人
は
、
耽
會
的

に
結
び
付
け
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
併
し
夫
れ
が
只
本
能
的
に
蟹
行
さ
れ
る
以
上
は
、実
れ
は
術
ほ
吾
人
に
何
等
の
興
味

を
も
起

さ
せ
な
い
。

さ
れ
ご
人
間
が
慣
習

に
謝

し
て
意
識
的
態
度
を
ピ
り
、
或
物
を
明
ら
か
に
正
賞
ε
し
て
認
め
、
他
の
物
を
排
斥
す

る
な
ら
ば
、
吐
く
て
其
の
拘
束
に
付
て
自
由

に
釧
断
ず
る
爲
め
に
、
肚
曾

に
劃
し
て
濁
立
な
る
態
度
を
ざ
る
な
ら

ば
、
其

の
時
に
耐
會
的
生
活

に
於
け
る
義
務
的
な
る
も
の
》
自
律
的
承
認
ε
し
て
、
「
倫
理
」
が
生
起
す

る
の
で
あ

る
,
倫
理
は
行
爲
が
依
て
以
て
生
起
し
、
人
間

の
共
同
生
活

に
謝
し
て
重
要
を
有
す
る

一
の
意
志
状
態
で
あ
る
。
而

し
て
倫
理
は
叉
明
ら

か
に
反
耽
會
的
性
質
を
帯
び
る
こ
ε
が
出
来
る
が
、
し
か
も
夫

れ
が
爲
め
に
肚
會
的
性
質
を

減
損
し
な
い
。
此
の
意
味

に
て
倫
理
的
債
値

の
附
着
ず
る
財
は
、
常
に
肚
會
的
結
合
の
中
に
立

つ
が
ま

＼
の
人
格

者
其
物
㍗
あ

る
。
而
し
て
之
を
財
に
す

る
償
値
は
、
泄
會
内
の
自
由
或

は
肚
會
的
自
律

で
あ
る
。
併
し
倫
理
財

に

あ
b
て
は
、
明
ら
か
に
曹

に
箇

々
の
人
格
者
が
取
扱
は
れ
る
だ
け
で
な
く
、
同
様

に
叉
諸
肚
曾
も
取
扱
は
れ
る
。

全
耐
會
生
活
は
、
自
由

な
、
自
律
的
な
人
格
者
の
獲
達
を
促
進
す
る
ε
云
ふ
、
見
地

の
下
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら

諏
。

而
し
て
其
の
見
地

か
ら
し
て
、
婚
姻
、
家
族
(
国
家
、
民
族
、文
化
、
人
類
等
の
諸
團
結

が
、
其
の
倫
理
的
意
義

に
於

て
理
解
さ
る
可
き
で
あ
る
。
但
し
喜
人
は
人
々
が
吾

人
の
倫
理
的
な
る
も
の
、
概
念
が
、
あ
ま
り
に
狭

い
ε
考

へ



る
場
合

あ

る
を
慮

り
て
、
其
筈

の
財

に
附
着

す
る
贋

直
を
、
特

に
砒
會

倫
理
的
償
直

を
翻
し
た

い
ご
思

ふ
。
確

か

に
此

の
如
く

に
し
て
一
吾

人

の
目

的

の
爲

め
に
、

一
の
範
域

が
充

分

に
限
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

而
し

て
肚
會

倫

理
的
傾
向

は
、
何
庭

に
あ
り
て
も

、
即
ち
私

的
生
活

に
あ

り
て
も

、
亦
公
的
生
活

に
あ
り

て
も
、
自
由

な

る
人
格

者

、
自

己

の
行
爲

の
多
種
多
様

に
於

て
自
律

的
意

志

に
よ

り
て
規

定

さ
れ
る
箇

人
を

、
獲

達

さ
せ
る
こ
ε
を
目
的

ど
す

る
の
で
あ

る
冷

さ
れ
ば
又
性

的
、
経
済

的
、
法

雄
的

、
政
治

的
、
民

族
的
生
活

の
肚
會

的
諸
制
度

は
、
夫

れ

が
人
格
者

に
自

儘
を
與

へ
る
ε
云

ふ
様

に
▼
或

は
其

の
内

容

が
如

何

に
多

種
多
様

で

め
る
こ
も
、
夫

れ

が
人
格
的

自
由

の
形
式

に
よ
り
て
財

ご
さ
れ

る
様

に
、
形
成

さ

る
可

き
で
あ

る
。

今
吾

人

が
此
庭

に
贋
値
髄
系

の
矯

め
に
呈
出
す
可

き
問

題
は
、
砒
會
倫
理

的
範
域

に
於

て
、
完

全
終

結
が
達

し

得
ら

れ

る
か
ε
云

ふ
こ
ε
で
あ

る
。
而

し

て
網
禮

に

封
ず

る
努
力

は
、
此
庭

に
も
亦

完
全
終
結

に
反

蜀
す

る
こ
ε

は
、
明
ら

か
に
認

め
ら

れ

る
。
此
慮

で
は
理
論
的
静

観

に
於

け
る
如
く
、
形
成

さ
る
可
き
膿

験
内

容

の
塗
膜

が
取

扱
は
れ

る
の
で
な
く

、
倫

理
的

に
種

々
異

な

れ
る
宇

宙

は
無
壷
皿
藏

の
も

の
で

あ
る
。

人
格

の
完
全
終
結

の
多

元
主

義
的
原

理

に
從

ふ
て
、
各

人
は
其

の
簡

性

及
び
特
殊

性

に
於

て
、
倫

理

に
關

し
て
は
同
様

に
重
要

で
あ

る
。

吾
人

は
各
箇

人
が
、
絶
射
的

に
自
律

的

ご
な
b
得

る
こ
ε

を
認

め
ん
ご
欲
す

る
も

、
実

れ

は
普

遍
的
な
倫
理
的
完

全
終

結

の
傾
向

を
規
定

し
な

い
で
あ
ら

う
。

此
庭

に
人
格

の
肚

會
結
合

が
肝

要
で

あ
る
。
而

し
て
此

の
結

合

に
於

て
、

総
て
自
律
的

に
な

る
可
く
漱
育

さ
る
可

き
、
新

し
き
人
間

が
絶

へ
す
生

れ
る
。
常

に
新

し
き
關
係

が
生
じ
、
肚
曾

的
自
由

に
關

し

て
新

七
き
困
難

が
起

る
。

さ
れ
ば
箇

々
の
人
格

者

の
全
腸

、
及
び
同

じ
く
肚
宙
釣

制
度

は
、
夫

れ

は
各
箇

人
の
特
殊
性

に
癒
す

る
砒

會
的

自
律
を
之

れ

に
保

謹
す

る

ざ
云

ふ
意
味

に
て
、
決

し
て
倫

理
的

に
完

全

に

醗

苑

リ
ッ
ケ
ル
ト
の
偵
値
艘
系
(二
)
・

第
十
四
巻
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二
號

三
八
九
)

=
二
九

"
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醗

苑

サ
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よ
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値
繋

三

)
.

第
+
四
巻
パ
第
二
號

三
九
9

西

o

終
結
さ
れ
な

い
で
あ
ら
4

農

に
ザ
・
ぎ

ゾ

客

ぎ

の
間

の
緊
張
の
調
和
は
、
達

せ
ら

る
可
き
で
な

い
。

さ
れ
ば
倫
理
的
財
は
學
問
の
如
一
、
將
來
財

の

一
に
し
て
不
終
結
的
総
髄
庸

す

る
も
の
で
あ
る
。

吾
人
は
實

に
理
論
的
な

る
も
の
に
於
け
る
高

じ
一
、
魏

的
な
る
も
の
共
の
も
の
、
本
質

に
於
て
、

莞

の

緊
張
を
指
示
す

る
・
ε
が
出
来

る
。
若

し
中
心
的
舞

財
は
義
務
を
意
識
す

る
人
薯

で
あ
る
な
ら
ば
、
倫
理
的

財

か
ら
ゾ

膨

ソ
は
決

し
て
消
失
す
可
き
も

の
で
な

い
。
規
範
を
承
認
し
な
け
れ
ば
、
最
早
自
律
の
意
味
に
於
け

る
自
由

は
全
く
存

在

し
な

い
。
此

く
て
社
倉

的
自
由

も
亦
全
く
存
在

し
な

い
。
肚

會
倫
理
財

に
あ
り
て
は
、
本

雄

犬
れ
に
附
着
す
る

一
の
反
響

よ
り
て
、
実
れ
は
冑窒

終
結
性
を
飲
を

云
ふ
.、
ご
が
必
然
的

に
結
び
附

い
て
居

る
・
網
て
の
会

は
擁

的
で
め
る
.可
き
で
あ
る
。
し
か
も
五
天

は
只
畠

が
、
侮
ほ
総
て
の
闘
係
に
於
て
達
せ

ら
れ
な
い
限
り
に
於
て
の
み
、
舞

的
で
あ
る
。
財

の
活
動
的
、
人
格
的
及
び
肚
會
方
面
に
於
け
る
、
此

の
不
終

結
的
絡
賂
…の
範
域
は
、
ゾ

ル
レ
ン
の
ゾ

ル
レ
ン
に
よ
b
て
支
配
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

の

純
人
格
的
現
在
生
活
財

布
に
述

べ
し
如
く
、
趾
會
倫
理
的
生
活
は
、
其
の
債
値
を
以
て
傾
値
鴨
系
中
に

く
編
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
夫
れ
ε
同
時
に
叉
完
全
終
結
の
傾
向
は
、
此
の
節
減
以
上
に
超
出
す
る
の
で
あ
る
。

併
し
実
れ
が
矯
め
に
倫
理
的
な
る
も
の
は
、
か
の
理
論
的
な
る
も
の
が
漿

財
中
編

入
・
れ
・
ξ

に
よ
り
て
、

其
の
重
要
を
減
損
し
な
い
ε
同
様
に
、
其

の
舞

を
減
損
し
な

い
・ど

は
明
ら
か
で
あ
る
。
緬
讐

向

ふ
て
息
み

?

前
進
す

る
不
終
結
的
建

の
思
想
は
、
寧
ろ
両
者
に
於
て
其
の
毀
損

さ
る
可
か
ら
ざ
る
偉
大
を
保
有
す

る
。

し
か
も
吾
人
は
実
れ
が
矯

め
に
、
此
の
思
想
の
限
界
を
看
過
し
て
は
な
ら

諏
。
喜
人
が

一
切
の
人
幣
的
生
活
は
、

只
現
在

に
於
て
の
み
眞
賢

に
生
き

て

居
る
事
を
考

へ
る
や

否
や
、

実
れ
故
に
倫
理
財
は
將
原
を
持
続
的
に
指
示

「



す

る
こ
ε
に

よ
り
て
、
其

の
最

ε
も
内

部
的
な

る
本

質

に
於

で
は
、
不
確
實

で
あ

る
可

き
も

の
な

る
を
考

へ
る
や

否
や

、其

の
限

界

は
最

も
明
白

に
現

は
れ
ね

ば
な
ら

粗
。
人
格
的
生
活

は
常

に
只
他

の
成
物

の
矯

め
に
存
在

し
、
而

し
て
此

の
他

の
或
物
も
矢

張
り
、
実
れ

が
夫

れ
前

身

に
於

て
安
住
す

る
生
活

に
達

す

る
様

に
は
、
.決

し

て
實

現
さ

れ
得

な

い
も

の
で
あ

る
ε
す

る
も
、
吾
人

は
只
超

人
格

的
生
活

の
爲
め

に
、
働

い
て
居

る
の
で
あ

る
ε
云
ふ
こ
ざ

の

み
を
考

へ
る
時

に
は
、
五
目人

が
全
然

將
來

の
爲

め

に
己

を
供
す

る
`
云

ふ
意

識
は
、
大

に
吾

人
を
高

め
得

る
の

で
あ

る
。
併

し
之

晒
ご
異

り
て
、
吾

人
が
只
人
柊
者

共
物

に
付

て

の
み

考

へ
る
恥

は
、

人
格
者

の

存

在

に

於
て

は
、
緬

て
が
只
前
階
段

で
め

る
に
過
ぎ
な

い
`
云

ふ

思
想

は
、
到

底
堪

へ
得

ら
れ
な

く
な

る
。

さ
れ
ば

静
観

駒
方

　

面
に
於
け
る
ご
は
、
至
く
意
味
を
異
に
す
る
が
、
矢
張
り
眞

に

一
の
完
全
な
る
終
結

に
達
す
る

一
の
範
域
、
活
動

的
、
祉
會
的
人
間

の
現
在
生
活
も
亦
、
去
れ
自
身
に
其
の
意
義
を
與

へ
ら

れ
た
る

一
の
範
域
の
必
要
な
る
こ
ε
が

認
め
ら
れ
て
く
る
。
而
し
て
之
れ
に
よ
り
て
吾
人
は
、
再
び
完
全
終
結

の

一
新
階
段
に
達
す
る
の
で
あ
る
。

併
し
共
の
新
階
段

に
、
如
何
な
る
名
稠
が
與

へ
ら
る
可
き
か
を
問
ふ
ε
、
哲
學
は
今
日
ま
で
に
蛮
達
し
陀
儘
で

は
、
此
庭
に
吾
人
を
見
棄
て
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
「義
務
を
意
識
す

る
意
志
」
の
概
念
は
、
吾
人
の
生
活
の
意
義

を
満
足
に
闡
明
し
得
な
い
`
云
ふ
こ
ご
は
、
既

に
屡

々
云
は
れ
π
。
併

し
其
の
矯
め
に
倫
理
學
を
責
め
る
は
正
常

で
な
い
。
吾
人
は
自
律
を
其
の
中
.心
概
念
ε
し
て
、
之
れ
に
は
手
を
鯛

れ
す
に
置
き
、
而
し
て
其
の
代
り
に
、
只

倫
理
的
償
値
の
み
を
以
て
、
人
格
的
及
び
活
動
的
存
在
の
意
義
闡
明
を
完
成
す
る
こ
ご
が
、
果
し
て
可
能
で
あ
る

や
否
や
ε
云
ふ
問
題
を
、
愈
々
断
乎
ε
し
て
呈
出
す
可
き
で
あ
る
。
叉
吾
人
は
此
の
問
題

に
付
て
、
只
審
美
的
或

.

は
袖
秘
的
憤
値
を
引

き
合
ひ
に
出
す
だ
け
に
止
ま
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
是
れ
其
筈
の
償
値
は
非
人
格
的
及
び
静
観
的

凱

苑

リ
ッ
ケ
ル
ト
の
償
値
匿
系
(二
)

第
†
四
巻

(第
二
號

三
九
ご

一
四
一

.
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苑

リ
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)
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四
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號
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}四
二

範

域
内

に
存
在
す

る

か
ら

で
あ

る
。
吾

人
は
寧

ろ
此

庭

に
、
普

通

の
哲

學
的
型

の
中

に
は
ま
り
込

ま

ぬ
財
及
び
慣

値

が
、
あ

る
こ
ε
を
観
破

せ
ね
ば

な
ら

鳳
。
吾

人
は

明
ら

か
に
活
動
的

及

び
人
格
的
生
活

に
属
す

る
総

て
を
、
倫

理
的

ε
構
す

る

こ
ご
も
出

來

る
。
併

し
夫
れ
は
適
當

で
な

い
。
暴

れ
吾

人

は
理
論
的

債
値

ど
審

美
的
僧
値

左
が
、

相

異
な

れ
る
ε
同
様

に
、
相

互

に
異

な

れ
る
二
種

の
償
値

を
、
同

じ

一
語
で
云
ひ
表

は
す

こ
ε
に
な
る

か
ら
で
あ

る
。
吾
人

は
概
念

的

に
は

、
確

か

に
人

格
的
現
在
生

活

の
財

を
、
肚
會

倫
理
的

將
來
財

か
ら

、
匿

別
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
人
格
的
現
在
生

活
の
財
は
、
完

全
終
結
的
特
殊

`
し
て
、
終

り
な

き
文
化

獲
達

の
流

れ
の
中

に
あ
り

て
、
宛

も
大
河

の
中

に
安

坐
す
る
島
嶼

の
如

く

に
、
現

は
れ

る
の
で
あ

る
が
、

し

か
も
夫

れ
が
薦

め
に
藝

術
品

こ
な
ら

ね

ば
、
叉
超

越
的

無
時
間
的
な

る
も

の

玉

一
ε
も
な
ら

な

い
。
而
.し
て
此

の
事
實

が
人
格
的
現
在
生
活

の
財
を
鋭

く

特
質
附
け
、
他

の
財

ε
の
混

同
を
防

ぐ

の
で
あ

る
。

併

し
吾

人
は
此

庭

に
、
只
喜
入

の
鴉

系

の
原

理
を
愛

す

る
の
あ
ま
b

、
之
れ

に
恋
す

る
何
等

の
實
在

も
存
在

し

な

い
、

一
の
範

域
を
作

つ
だ

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

此

の
問

題

に
封
ず

る
答

は
、
此

威

に
必
要

な

る
簡

軍

明
瞭

を

以

て
は
容
易

に
與

へ
得
ら

れ
る
も

の
で
な

い
。
確

か

に
完

全
終
結
的

な

る
人
格

的
現
在
生
活

の
概

念
中

に
、
多
種

多
様
な

事
實

が
包
蹟

さ
れ
る
。
而

し
て
其
筈

の
事
實

ば
、
ま

さ
し
く
其

の
豊
富

な

る
が
爲

め
に
、吾

人
之
㌍
.統

一
的

に
特
質
附

け
る

こ
ε
は
困
難

で
あ

る
。
而

し
て
県
債

値
禮
系

の
完

成

の
み
を
問
題

ε
す

る
本
論

女

に
於

て

は
、
余

輩

は
之
を
企
だ

て
る
こ
ざ
が
出
来

な

い
。

さ
れ

ば
余

輩

は
此
庭

に
、
只

一
般
的

に
此

の
問

題
の
存

立
す

る
こ
ご
を
、

確

か
め
る
可

き
敷

例
を
擧
げ

る
に
止

め

る
。

ノ

實
例

今
猿
義

の
肚
會
的
な

る
も

の
を
考

察
す

る

ご
、
.吾

人
は
家
族
内

に
於
て
展

開
す

る
多

く

の
關
係
を
考

へ

■



る
こ
蓬
が
出
乗

る
。
確

か
に
男

女

の
關

係
や
、
親

子

の
閣
係

も
亦
義
務

に
よ
り

て
規

制

さ
れ
、
　肛
會

倫
理
的
自
由

の
爲

め
に
役

立

っ
。
併

し
吾

人
は
家
族

生
活

を
、
只

此
の
見
地

の
下

に
於

て
評
慣
す

る
だ
け

で
よ

い
か
。
其

の
場

合

に
は

、
吾

人

は
恐

ε
云
ふ
こ
ε

が
何
を
意
味

し
、

叉
母

は
其

の
子

に
劃
し

て
何

で
あ
り
得

る
か
を

、
決

し
て
充

分

に
理

解
し
な

い
で
あ
ら

う
。

母

ε
云

ふ
こ
ご
は

、

只
將

來

の
獲
達

に
糊

し

て
、
重
要

で
あ

る
だ
け

に
止
ま

ら

な

い

一
の
償
値

で
あ

る
。
其

の
債
値

の
附

着
す

る
肚
會

的
結
合

は
、
寧

ろ
全
く

一
の
夫

れ
自

身
で
充

足

し
、
実

れ
自

身

に
基

づ
く
現
在
生
活

の
性
質

を
有
す

る
。
而

し
て

全
く
同

じ
事

は
、
吾
人

が
愛

、
親
切

、
友

誼

、
肚

交
性

等

の

名
禰
を
與

へ
る
総
て

の
關

係
、
臨
即

ち
私

的
及

び
親
密

的
生
活

に
於

て
、
甚

だ
重
要
な

る
役

目
を
演

ず

る
其
筈

の
肚

會
財

に
就

て
も
、
云

ひ
得

ら
れ
る
。
家
庭

の
内
外

に

於
け

る
異
性

或
は
同
性

の
人

々

の
諸

關
係

.
成
人

ご
成

人

ε

の
關
係

、
小
供

ε
小
供

ご
の
關
係

、或

は
成
人

ご
小
供

ご
の
關
係
等
.が
取
扱

は
れ
る
に
慮
じ
て
、實

に
多
種
多
様

の

財
が
現

は
れ

る
。
而

し
て
総

て
其

筈
の
も

の
は
重
要

で
あ

る
矯

め

に
、

「
の
系
列
中

に
編

入

さ
れ
、
排

置
さ
れ

る

を
要

し
な

い
庭

の
盤

き
た

る
瞬
間

を
完

全

に
成
就

し

、
実

れ

に
吾

人

の
人
格
的
、
活

動
的

、
肚

會
的
存

在

の
意
義

の
人
な

る
部
分

が
、
附
着
す

る
の

で
あ

る
。
更

に
此

の
節
減

に
於

て
又

、
反
泄
會
的
關
係

が
著

し
き
重
要
を
獲

得

す

る
。
音

入
は
吾
人
自
身

に
返

る
矯
め
に
は
、
総

て

の
「
肚
會
」
を
避

け

る
。

而
し
て
吾

人
は
其

の
時

に
、
憧
憬

及

.

ぴ
充
實

に
於

て
、
奥

に
全

く
獺
…
り
で
あ
り
得

る
。
或

は

】
友

人
の
胸
底
葱
洞
察
す

る
如

く

に
、
自

然

の
胸
底

を
洞

察
す

る
偶

め
に
、
只
自
然

こ
の

み
共

に
あ
b
得

る
。
叉
此

の
場
合

に
、吾

人
が
故
郷

に
於
.て
叉
は
異
郷

に
於

て
、
動

植
物

の
生
動

ご
關
係
を
結

ぶ
か

、
或
は
自
我

が
「
宇
宙
的
」
に
構
…大

す

る
時

に
星

の
室

を
眺

の
る
場

合

の
如

く

に
、

「
死
せ

る
自
然
」
ご
關

係
を
結

ぶ

か

に
慮

じ

て
、
財

の
人

な

る
冨
が
展
開
す

る
。
各

人
は
其

の
夫
れ
自
身

に
基

づ
け

哉
.
苑

リ
ッ
ケ
ル
ト
の
償
値
艦
系
(二
)

第
十
四
巻

(第
二
瑞
.三
九
三
)

一
四
三

'

.



説

苑

リ
ッ
ケ
ル
ト
の
便
僚
艦
系
(二
∀

第
t
四
巻

(第
二
號

三
九
四
)

「一
四
四

る
債
値

を
具

へ
る
孤
濁
或

は

寂
寞

の
.
か

、
る
瞬

時
を
熟
知
す

る
。
而

し
て
吾

人
は
其

の
意
義

を
、
普
涌

の
型

の

一
の
中

に
推

し
込

む
こ
ご
が
出

来

る
か
。
恐
ら

く

は
宗
敏
約

諾
要
素

が
、
其

筈
の
瞬

時

の
中

に
臓
動

し
て
居

よ

う
。
併

し
夫

れ
だ
け

て
、
其
筈

の
瞬

時

の
本
質

は
藍

く

さ
れ
な

い
。
之

れ

ご
同
じ
く
、
包
括
的

な
肚
會

的
團
禮

に

附
着

す
る
意
義

を
、
是

れ
ま

で
に
擧
げ

た

る
横
位

に
、
残

り
な
く
還

兀
す

る
こ
ε
は
出
來
な

い
で

あ
ら

う
。
此

く

て
民
族

は
夫
れ
が
政
治
的
生
活

ご
結

合
す

る
以

上
、
確

か
に

一
の
計
會

倫
開
的

財

で
あ
る
。
併

し
夫
れ
は
同
恥

に

其

の
意
義

に
於

て
、
溢

か
鴛
国
家

以
上

に
達
す

る
。

民
族

の
集

團
的

人
格
性

は
、
街

灯
の
箇
性

の
如
く
、
歴
史
的

爽
達
進
行

に
於
け

る
軍
な

る
階
段

`
し

て
、
編

入
さ

れ
排

置

さ
れ

る
を
許

さ
な

い
財

で
あ
る
。

確

か
に
、
夫

れ
は
何

に
基
因
す

る
か
を
言

明
す

る
は
容
易

で
な

い
。
.併

し
最

ざ
も
相

異
な
れ

る
種
類

の
箇
別
的

シ

チ

レ

ノ
ロ
ヂ
　

コ
ザ
ム
ス

人
格
生
活
が
、
其
の
特
殊
な
様
式
、
其

の
夫
れ
自
身

に
於
て
有
す

る
調
子
、
其

の
無
類
の
韻
律
を
現
示
す

る
事
、

又
夫
れ
に
よ
り
て
其

の
存
在
を
完
杢
に
正
常
な
ら
し
め
、
「
何

の
爲
め
に
」
ε
云

ふ
総

て
の
問
題
を
排
斥
す

る
こ
ε

に
、
特
に
注
目
す
る
時
に
は
、
吾
人
は
今
此
庭
に
考

へ
る
庭

の
も
の
を
獲
見
す

る
。
而
し
て
其
の
塒

に
は
、
吾
人

は
現
在
に
於
け
る
完
全
終
結
を
特
質
附
け
る
爲
め
に
、
審
美
的
範
域
か
ら
比
喩
を
借
り
て
之
を
把
捉
す
る
の
で
め

る
が
、
暴
れ
は
ま
さ
し
一
此
の
關
係

に
於
て
、
吾
人
の
し
て
は
な
ら
な

い
事
で
あ
る
。
蓋
し
完
全
終
結
的
特
殊

の

両
階
段
は
、
例

へ
ば
彼
等
の
規
範
は
沈
黙
し
、
.而
し
て
只
理
論
的
反
省
に
黝
し
て
の
み
、
ゾ

ル
レ
ン
ε
し
て
意
識

に
現
は
れ
る
ご
云
ふ
が
如
き
專
實

に
於
て
、
相
互
に
近
縁
を
有
す

る
特
徴
を
確
か
に
表
示
す

る
が
、
実
れ
に
拘
ら

す
、
吾
人
が
今
目
前
に
見
る
生
活
の
諸
形
態
は
、

一
切
の
審
美
的
形
態

か
ら
嚴
格
に
匠
別
さ
れ
る
こ
ε
が
、
必
要

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
吾

人
は
之
を
、
「美
は
し
き
魂
」
の
概
念
か
、
叉
は
此
の
概
念
・し
近
縁
を
有
す



る
課
硯

的
審
美
主
義

の
如

き
概
念

の
中

に
、
騒

馭
す

、る
で
あ
ら

う
。
併

し
吾

人

ば
此
庭

に

か
、
る
混

同

に
陥
ら

な

い
様

に
、
特

に
注
意

を
佛

は
ね
ば

な
ρつ
な

い
の
で
あ

る
。
吾

人
が
完

全

に
終

結

せ
る
現
在
生
活

を
、

一
の
特
殊

な

る
縮
減

・し
し
て
限
定
す

る
時

に
、
吾
人

の
取
扱

ふ
可

き
は
、
吾

人
の
考

察
が
暫

時
附

着
し
、
而

し
て
砒

會
的
意

欲

及

び
行

動

よ
り
吾

氏
を
切
り
離
す
庭

の
、

一
の
實
質

的
調
和

で
は
な
(

し
て
、
只
人
俗
的
活
動
的
及

び
甦
曾
的

存

在

の
償
直

だ
け
で
め

る
。
而

し
て
此
庭

で
は
吾
人
は

其
他

何
塵

に
於

て
よ
b
も

よ
り

よ
く
、
此

の
完

全
終
結
的

特

殊

性
を
表

示
す

る
爲

め
に
、
「
生
活

廣
偵

」
ご
云

ふ
語

を
用

ひ
得

る
ε
し
て
も

、
し

か
も
吾
人

は
、
生
活

は
堀

に
生

活

ε
し
て
は
僧
直

無
闕
係

の
も

の
に
し
て
、
随

ふ
て

生
活

償
値

ε
云

ふ
語
を
避

け
る
が
よ

い
ε
云

ふ
こ
・し
を
決

し

て
忘
れ

て
は
な
ら

鍛
。

人

格
的
現
在
生
謝
財

の
哲
畢
的

考
察

の
必

要

ご

に
か
く
以
上
述

べ
し
威

に
よ
b

て
、
今

や
人
格

的
存
在

の
先

塋

に
終

結

さ
れ
た
る
現
在

に
附
着

す

る
贋
値

は
.
吾

人
の
生
活
意

義

の
窓

明

に
於
て
、
必
要
鉄

く

べ
か
ら
ざ

る
も

の
な
る

こ
.ε
、
而

し
て
夫

れ
故

に
叉
償
値
膿
系

に
於

て
、
正
富

に
其

の
地
位

を
要
求

す

る
も

の
な

る

こ
は
、
明
白

で
あ
る

ε
思

ふ
。
併

し
哲
畢
者

が
暴

れ
ま
で
其
等

の

償
値

を
殆

ん
ご
全
く
無

醜
し
、
或

は
他

の
僧
位

ご
混

同
し

て

居

だ
事

に
は
、
種

々
な

る
理
由

が
あ

る
。
其

の

一
は

債
値

の
此

の
範
域

に
於

て
は
、
著

し
く
目

に
立

た
な

い
、
日

常

の
、
些

細
な
事
物

が
取

扱
は
れ
て
居

る
こ
ご
で
あ

る
。

其
筈

の
横
領

は
吾

人

の
注
意
を
惹

か
戯
程

、
自
明
な
も

の
で
あ

る
。

其
導

の
儂
櫨

は
確

か
に
分
量
的

に
は
、

各
箇

入

の
生
活

に
於

て
、
多

く

の
人

々
に
あ
り
て
は
日

々
に

一
の
重
大

な

る
役
目

を
演

ず
る
も

の
で
あ

る
。
併
し

恐
ら

く
は
ま

さ
し
く
夫

れ
が
爲
め

に
、
人

々
は
其
筈

の
慣
値

を
以

て
、
哲
學
的
考
察

の
対
象

ε
す

る
櫨

は
な

い
ε
考

へ
て
居

る
ぜ
思

ふ
。
學
問

、
藝
術

、
宗
激

等

の
所

謂
大

事

説

苑

リ
ソ
ケ
ル
ト
の
偵
値
薩
系
(二
)

第
+
四
巻

(第
二
號

三
九
五
)

一
四
五

鴨



'
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¶

、

誠

苑

リ
・
ケ
ル
あ

憤
慨
艦
系
三

)

第
+
四
醗

(第
二
號

三
九
大
)

一四
六

件

は
又
倫
理

の
問
題
も
矢

張
り
、
強
く
各

人

の
#
意

を
惹
起
す

る
。
足

れ
其
筈

の
も

の
Σ
命
ず

る
義
務

は
.
.生
活

の
嚴
粛

を
訓
戒
的

に
吾

人

に
示
す

か
ら

で

め
る
.
.然

る
に
塒
殊
的

な
人
格

的
現
在
完
成

は
、
其

の
李

明
な
静

か
さ

に
於
て
偉
大
を
敏
き
、
否
な

蔀

労
農

璽

へ
も
敏

い
て
居
る
様

に
見

え
る
。
少
?

も
其
筥

償
値
の
戴
物

は
全
然
年
凡
な
、
通
俗
的
な
性
質
を
有

っ
て
居
る
の
で
な

い
か
。
哲
畢
は
吾
人
を
日
常
生
活
の
上
に
、
高
め
る
も

の
蓬
云
は
れ
て
居
を
。
さ
れ
ば
哲
學
が
、
軍
な
る
現
在
的
完
成

か
ら
遠
ざ
か
る
の
は
正
當
で
あ
る
。

吾
人
は
看
の
如
く
に
考

へ
る
こ
ご
が
出
来
る
が
、
併
し
夫
れ
に
拘
ら
す
、
眞

に
包
括
的
な
世
界
観
を
立
て
ん
ε

す

る
に
嘗
て
は
、
只
聯
聖
人
や
、
倫
理
的
英
雄
や
、
戦
争
的
英
雄
や
、
學
問
及
び
藝
術
の
天
才
等
、
、
=
目
に
云
は

貰
例
外
的
な
、
非
凡
な
人
物

の
意
義
を
決
定
す

る
も

の
を
、
考
察
す
る
だ
け
に
限
ら
ん
ε
す
る
は
、
不
合
理
で
あ

る
。
李
均
人
も
亦
哲
學
上
意
味
を
有
す

る
。
而
し
て
哲
學
は
扮
量
的
廣
が
り
に
於
て
、
叉
多
く
の
場
合

に
は
根
本

的
に
す
ら
・
生
活

の
意
義
が
依
て
辺
垂

現
さ
れ
る
威
の
も
の
を
、
雫

看
過
す
る
を
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
、

恐
ら
く
は
右
の
事
實
の
認
識
を
困
難
な
ら
し
む
る
も
の
、
叉
同
じ
く
人
々
が
展

々
其
筈

の
財
を
、
其
の
特
質
に

於
て
見
落
す

こ
ε
を
助
長
す

る
も

の
は
、
.人
幣
的
、
活
動
的
、
祉
曾
的
生
活
の
塗
師
域

に
封
し
て
重
要
な
る
、

一

の
事
情

に
基
づ
く
ε
思
は
れ
る
。
来
れ
は
此

の
生
活
範
域
に
於
て
は
、

入
構
的
統
合

〔嗣
o
「m
cロ
"マ
C
昌一。
口
)
の
原
理

巴
補
す

べ
き
も
の
が
行
な
は
れ
て
居
る
ε
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
、
静
観
的
、
不
大
幣
的
及
び
不
肚
會
的
方
面
に
於
て

は
種
々
な
る
償
値
は
帝
口
に
概
念
的

に
、
匠
別
さ
れ
る
可
き
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
只
事
實
上
相
異
な
れ
る
財

に
附
着
す

る
。
論
理
的
意
義
の
給

び
付
け
ら
れ
る
實
在
が
、
一同
時

に
審
美
的
債
値
の
蓮
識
者
で
あ
る
こ
ε
は
稀
れ

で
あ
る
が
、
併

し
活
動
的
、
人
格
的
及
び
肚
會
的
生
活
に
於
て
は
、
事
情
は
大
に
異
な

っ
て
居

る
。
此
庭
で
は
種

「

,



亀

¶

種

な
る
儂
直

の
種

類

が
、
同

一
の
人
格

者

に
於

て
見

出

さ
れ

る
の
で
あ

る
。

さ
は
れ
此

の
事
情

は
、
其
筈

の
儂
値

の
概
念
的

匿
別

の
必
要
を
、
決

し
て
な
く
す

る
も

の

で
な

い
。

之
れ

に
反

し
て
、
吾

人
若

し
吾

人

の
生
活

の
意
義

に
付

て
、
明
瞭

な

る
理
解
を
得

ん
こ
す

る
菰

ら
ば
、

吾

人
は
ま

さ
し
く

、
事
實

上
、
常

に
相

互

に
結
合

さ
れ
て
居

る
も

の
を
、
最

も
厳
格

に
厩

別
し
て
、

以
て
其

の
差

異
を
看
過

し
な

い
様

に
、
努

め
ね
ば
な
ら

漁
。
而

し
て
其

の

時

に
始

め
て
、
人
格

的
生
活

の
種

々
な

る
横
位
範
域

問

に
生

超
し
得

る
衝
突
、
殊

に
倫
理
的
義

務

ご
、
完

全
に
終

結

さ
れ
把

る
現
在
生
活

の
財

ε
の
間

に
、
起
ら
す

に
は
済

ま
な

い
衝
突
も

亦
、
其

の
奥
義

に
於

て
評
償

さ
れ

る
の

で

あ
る
。

女
性

の
意
義

併

し
此
塵

に
起

る
総

て
の
問
題
を

、
詳

し
く
考
究

す

る

こ
ε

は
出
水
な

い
。
只

一
般
的

に

一
の

特
異
な

償
値
範

域

の
、
存

在
す

る
こ
ご

だ
け
が

、
示

さ
る
れ

ば
よ

い
の
で
あ
る
。

而
し
て
其

の
範

域

の
根
本
的

重

要

を
明
ら

か
に
す

る
爲
め
に
、
吾

人
は
終
り

に
省
ほ

.

一
定

の
關

係

に
於

て
は

、
既

に
純

現
在

財
以
上

に
達

し
、

吐
く

て
償
侑
禮
系

の
調
整

に
謝

し
て
も

.
重
要
な

る
意
味
を
有
す

る
或
物
を
指

示

し
な

い
ε
思

ふ
。
疑

ひ
も
な

く

一
の
人
間

生
活

の
人
格
的
意
義

は
、
よ
り
多

く
將
來

財
及

び
之
れ

に
於
け

る
無
終

の
働

き
に
よ
り

て
決
定

さ
れ

、

他

の
人
間
生
活

の
意

義

は
、

よ
り
多

一
現
在
財
、
及

び
其

の
完

全
終
結

に
よ
り
て
決
定

さ
れ

る
。

薄
し

て
此

の
黙

に
閲

し
て
公
雫

な
る
観
察

者

に
あ

り
て
は
、
又
性

の
差
別

が
認

め
ら

れ
ね
ば
な
ら

灘
。
確

か
に
各
箇
人

に
於

て
、

女
子

に
於

て
も
男
子

に
於

け

る
ε
同
様

に
、
肚

會
的

倫
理
的
要
求

が
呈

出

さ
る
可

き
で
あ
る
。
併

し
吾
人

は
、
種

々
な

る
例
外

の
あ
る

に
拘
ら
す
、
男
子

の
本
質

は

…
般

に
よ
り
多
く

、
殊

に
公
的
生
活

に
於

け

る
將
來

の
爲

め
の

働

き

に
向
け
ら

れ
、
女
子

の
本
質

は

よ
り
多

く
、
現

在
生
活

の
爲

め
の
働

き
に
向

け
ら
れ
、る
こ
ご
を
、
忘
れ
て

は

醗

苑

リ
ッ
ケ
ル
ト
の
債
値
盟
系
(二
)
.

第
十
四
巻

(第
二
號

三
ん
七
V

[四
七

「

」

,
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説

苑

リ
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八

な

ら

膿
。

さ
れ
ば
ロ
ハ
一
の
偏

局
的
な
道
徳
的
嚢
蓬

狂

及
び
進

歩
狂

の
み
が
、
女
子

の
慣
櫨

を
少
な
く
評
定

し
得

る

の
で

あ
る
。
入
若

し
現
在
財

を
其

の
根
本
的
重

要
に

於

て
、
実

れ
自
身

に
於
て
立

て
ら

れ

る

]
の
人
聞

生
活

に
撤

し
て
、
避
け
得
ら

れ
な

い
も

の
ε
し
て
、
完

全
終
結

の
傾
向

か
ら
理
解

し
だ
な
ら
ば

、
ま

さ
し
く
女
子

の
特
質

に

男
子

㊨
特
贋

ご
阿
等

に
高

き
地

位
を

、
存
在

の
全
髄

意
義

に
於

て
、
認

め
る
こ
蓬
が
出

來

る
の
で

あ
る
、
但

し
歴

史

的

に
獲
達
す

る
公
的
或
化

の
爲

め
の
働
き
は
、
圭

ε
し
て
男
子

に
よ

り
て
、
遂
行

さ
れ

る
こ
{
は
否
ま

れ
な

い
。

グ
ア

ド
プ
リ

ヒ
リ
イ
ト

「
女

.牲
」
ご
云

ふ
こ
ε
は
、
実

れ
は
ゾ

ル
レ
ン
ε
し

て
意
識

に
上

さ
れ

る
を
要
す

る
程

の
も

の
で
な

い
が
、

ぜ、
に

か
く
生
活

が
「
女
性
」
の
形
式

を
ε

る
時

に
は
、

人
格

的

現
在

財

の
範
域

に
於
け

る
、

↓
の
全

く
特
殊

な

る
重
要
債

循

ピ
な

る
。

此

の
事

は
屡

々
立

て
ら

れ

る
左

の
如

き

差
別
、帥

ち
女
子

は
「
あ

る
」
威

の
も

の
に
よ
り
て

よ
り
多
一
、

男

子
は
「
な
す
」
腱

の
も

の
に
よ
り
て
よ

り
多
く

、
意

義

を
有
す

る
蓬
か
、
女
子

は
男
子

よ
り
も

よ
り
多

く
自
然

に

接

近
し
、
よ
り
多
く
歌
態
的

な
實

在

に
し
て
、

よ
り

少
な
く
作
業

的
な
實

在
で
あ
り

、
よ
り
多

く
主
観

的

に
し
て

よ
b
少
な
く
客
観
的

で
あ
る

ビ
云

ふ
が
如

き
差

別

ご
、
決

し
て
混

同

さ
れ

て
は
な
ら

漁
。
現
在

に
於

け

る
人
格
的
完

杢
終
結

に
於

て
も
、
矢
張
り
作
業
、
活
動

、
或

は
少

な
く
も
来

れ
は
総

て

の
軍
な

る
自
然

以
上

に
、
蓬

か
に
上
る

ご
云

ふ
意
味

で

の
、
客
観
的
「
灰
化

の
仕

事
」
が
取
機

は
れ
て
居

る
の
で
あ

る
。
併

し
叉
確

か
に
空

く
特
殊

な
種
類

の

↓
の
活
動
及

び

一
の
文
化

の
仕

事
、
廓
ち
蕾

に
歴

史

的
獲

達

に
於
け

る
階
段

で
あ

る
だ
け
な
く
、
更

に

一
切
.の

歴
史

の
土

に
出

で

㌧
、
夫
れ
白
身

に
於
て
先

金
な

る
終
結

に
蓬

す

る
作
業

が
、
取
扱
は
れ
て
居

る
の
で
あ

る
。

懸
愛

の
意
義

此

の
見
地

か
ら

し
で
叉

、
音

入

は
恐
ら

く
は
、
生
活

の
意
義

に
謝
す

る
懸
愛

の
重
要

を
も
評
慣

し
、
財

の
膿

系

に
於

け

る
其

の
地

位
を
決

定
す

る
こ
ご
を
望

み
得

る
の
で
あ

る
。
懲
愛

に
於

て
は
、

一
の
特
異
な

.

く
.

,



完
成
債
値
が
附
着
す
る
。
此
庭
に
は
明
ら
か
に
一
自
然
的
衝
動
は
問
題
ε
な
ら
な
い
。
是
れ
自
然
的
衝
動
は
、
総

て
の
軍
に
自
然
的
な
る
も
の

・
如
く
、
憤
値
無
闕
係
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
爾

ほ
生
殖
の
爲

め
の
愛
の
重
要
も
、

此
庭
で
は
問
題
で
な
い
。
足
れ
此

の
見
地
の
下
で
は
、
憂
は

】
定
の
目
的

の
爲
め
の
手
段

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
決

し
て
其
の
特
有
の
偵
億

に
於
て
、
饗
象
財
ε
し
て
解
し
得
ら
れ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
愛
の
敢
會
倫
理
的
重

要
も
空
く
看
過

さ
る
可
き
で
あ
る
。
此
く
て
繊
愛
オ
婚
姻
形
式
ξ
の
關
係
も
、
矢
張
り
問
題

ξ
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
而
し
て
叉
恐
ら

く
は
緻
愛

に
奥

へ
ら
れ
る
宗
激
的
淳
化
も
、
此
威
で
は
看
過
さ
る
可
き
で
あ

る
。
此
庭

で
は

只
夫
れ
自
身

に
於
て
立
つ
が
如
き
、簡
性
化
さ
れ
た
る
人
格
的
生
活
關
係
の
意
義

の
み
が
究
明
さ
る
可
く
、
而
し
て

此

の
意
義
を
究
明
す

る
駕
め
に
、
終
り
な
き
將
來
の
爲
め
の
働

き
ご
、
現
在

の
完
成

こ
の
關
…係
が
重
要
ε
な
る
の

で
あ
る
。
將
來
の
儒

め
の
働

き
も
亦
現
在
の
完
成
も
、
共
に
吾
人
の
戚
量
的
存
在

に
属
し
、
而
し
て
両
者

の
何
れ

も
、
実
れ
自
身

に
於
て
他

か
ら
切
り
離
し
て
考

へ
ら
れ
る
ε
、
偏
局
的
な
も
の
巴
な
る
。
そ

こ
で
完
成

さ
れ
難
き

將
來
の
矯
め
の
働
き
に
、
殆

ん
ざ
全
く
己
を
静
…げ
、
而
し
て
来
れ
が
嚼
め
に
屡

々
苦
痛
…に
憐
・よ
さ
れ
る
男
子
は
、

現
在

に
於
て
己
れ
自
身
及
び
己
れ

の
仕
事
を
完
成
し
得

る
女
子
ε
の
、
考

へ
得
ら
れ
る
だ
け
最
ε
も
親
密
な
る
戚

毘
的
精
神
的
共
同
生
活

に
よ
b
て
、
不
終
結
的
総
禮

に
封
ず

る
努
力
を
放
棄
す
る
を
要
せ
す
し
て
、
己
れ
自
身
の

存
在

の
発
企
終
結
を
鵬
験
す

る
こ
ε
が
出
来

る
の
で
あ
り
、
叉
之
れ
に
反
し
て
、
自
己
の
終
結
的
現
在
生
活
を
恐

ら
く
は
挾
院
ε
蔵
す

る
女
子
は
、
男
子
及
び
其

の
仕
事
に
於
て
、
己
れ
の
本
質

の
発
企
に
終
結
さ
れ
た
る
現
在
性

を
損
傷
す
る
こ
ε
な
し
に
、

↓
の
解
放
的
な
將
來
の
眺
望
を
獲
得
す
る
こ
ε
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
此
庭
に
只
甚

だ
簡
輩

に
指
示
さ
れ
得

る
だ
け
の
此
の
道
に
於

て
、
葺
人
は
又
男
女
相
合
し
て
始
め
て
完
全
な
る
人
間
を
作
る
ご

説

苑

リ
ッ
ケ
ル
ト
の
偵
値
髄
系
(二
∀

第
十
四
巻

(第
二
號
三
九
九
)

一四
九

.
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〇

云

ふ
、
屡

々
唱

道

さ
れ

る
思
想

の
真
義

を
會
得

し
、

叉
「
人
道
」
の
理
想

は
、
男
性
及

び
女
性

ざ
云
ふ

こ
ご
を
、
全

・

く
人
間

の
「
覆

ひ
物

」
に
過
ぎ
な

い
も

の

、
如

く

に
見

倣

し
、
只
男
女

に
通
ず

る
同
様
な
性
質

に
の
み
注
目

し
て
立

て
ら

る
可

き
も
の
で
な
く

、
完
全
終

結
が
本

質
的

に
相
異

な
b
、
又
其

の
差

異

に
よ
り

て
、
相

互

に
他

に
依
存

す

る
庭

の
、
二

つ
の
も

の

」
合
致

に
於

て
求

め
ら

る
可

き
も

の
で
め

る
こ

ご
を
、
理
解
す

る
で
あ
ら

う
。

此

の
基
礎

の
上

に
立

つ
両
性

の
關
係

に
於
て
、
人
格
的
債
億

の

二

つ
の
始

め

の
階

段

の

一
総
合

が
存

立
す

る
限
り
、
懲
愛

の

原

理
は
完

全

に
終
結

さ
れ

る
人
格

的
現
在
生
活

の
、
最

高
憤
値

ε
し
て
認

め
ら

る
可

き
も

の
で
あ

る
。

一
尉

教

併

し
夫

れ
ε
同
時

に
叉
、
総
合

の
思
想

は
省
ほ
実

れ
以
上

に
吾

人
を
導

く
。
静
観

的
方
面

に
於
け

る

如

く
、
此

慮

に
も
亦

始

め
の
二
階

段

の
短
所

を
除

い
て
、
其

の
長
所

を
合
す

る
第
三
階
段

の
眺

望

が
開

か
れ

る
。

而

し

て
「地

上
」
の
愛

は
、
現
在
.ε
將
凍

ご
を
結

合
す

る
に
拘
ら
す

、
荷

は
此

の
階
段

を
表

現
し
な

い
ご
云

ふ
二
ご

は
、
始

め
か
ら

明
白

で
あ

る
。
術

ほ
愛

以
外

の
、
人

格
者

の
完
成

さ
れ

る
現
在
生
活

の
他

の
財

に
あ
り
て
も
、
同

様

で
あ

る
。
是

れ
此

等

の
財

に
於

て
も
、
矢
張

り
人

格
的
宇
宙

全
艦

ε
の
必
然
的
結
合

が
歓

け

て
居

る
か
ら
で
あ

る
。
此

の
階
段

は

っ
ま
り
活
動
的

、
人
格
的
及

び
肚

會

的
生
活

の
節
減

に
於
け

る
完

全
終

結

の
最
後

の
階
段

、
即

ち
完
全
終
結
的

総
騰

の
階

段

で
あ

る
可

き
も

の
で
あ

る
。
要
す

る
に
吾

人
は
此
威

に
、
人
格
的
系

列

の
終

局
を
如

何

に
考

ふ
可
き

か
ε
云

ふ
問
題

に
達

し

紀
の
で

あ

る
。

足
れ
償
侑
鵬
系

の
考
究

に
於

て
、
吾

人
の
呈
出

せ
ね
ば
な

ら

温
最

後
の
問
題

に
し
て
、
吾

人
は
此

の
問
題

の
解

決
を
企
だ

て
る
こ
ε

に
よ
り

て
、
先

づ
大
艦

上
償
臓
騰

系
問

題
を
考
究

し
了

つ
だ

ε
、
考

へ
る
こ
己
が
出
来

る
の

で
あ

る
。

余
輩

は
此
盧

に
、
静
観

の
諸
階
段

ε
の
比
較

に
よ

り
て
、
活
動

の
最
後

の
階

段
を
考

へ
て
見

よ
う
。

静
観
的
方

響



孕

面
に
於
て
は
、

】
元
主
義
的
発
企
終
結

の
傾
向
は
、
先
づ
形
式

ε
内
容
こ
の
二
元
性
、
次
に
主
観
ε
客
観

ぜ
の
二

元
性
を
越

へ
て
全

　
に
推
し
上
る
の
で
あ
る
が
、
今
活
動
的
方
面
に
於
て
も
、
完
全
終
結
的
特
殊
性
の
階
段
は
、

先
づ
自
律
的
な

る
倫
理
的
當
爲
の
緊
張
を
解
除
し
た
。
併
し
箇
人
的
生
活
の
多
様
は
、
夫
れ
に
よ
り
て
只
高

め
ら

⑪
た
る
だ
け
で
あ
る
。
此
庭
で
各
箇
人
は
其

の
特
殊
的
発
企
終
結
を
、
各
自
の
特
殊
な
る
仕
方
に
て
行
な
ふ
。
此

庭

に
吾
人
は
多
元
主
義
の
範
城

に
入
る
が
天
真

の
中

に
止
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
さ
れ
ば
活
・動

の
方
面
に
あ
b

て
は
、
其

の
最
高
階
段

に
立
つ
完
全
終
結
的
総
髄
も
、
汎
騨
激
の
帥
の
如
く
に
、
筒
人
的
生
活
の
豊
宮
を
滅
却
す

る
が
如
.き

一
の
「
全
鵬
」
に
、
形
成

さ
れ
る
こ
ご
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
最
後
の
階
段
は
、
必
然
的

・に
左
の
二
事
を
指
示
す
る
の
で
あ

る
。

　
は
此
庭
で
は
主
観
が
客
親
中
に
、
全
く
没
入
す
る
こ
ε
が
出
来
な

い
か

ら
、
寧

ろ
絶
封
的
主
観
完
全
終
結
の
理
想

〔。
5

冠
o巴

"冴
巳
9
費

しn
g
9
集
早

く
隻
-
函
匿
琶
鵬
)
が
構
成

さ
る
N
可

き
こ
ご
、
乃
ち
汎
棘
漱
の
代
り
に
、

一
の
人
格
耐
の
信
仰
が
立
て
ら
る
可
き
こ
ざ
、
更
に
又
庇
の

一
人
格
神
に
謝

し
て
、
箇

々
の
人
格
者
或
は
「霊
魂
」
の
多
数
性

が
完
全
に
保
持

さ
る
可
き
こ
ご
で
あ

る
、
二
は
之
れ
に
よ
り
て
、

活
動
の
方
面

の

償
値
膿
系
に
於
て
も
、

、吾
人
は
結
局
宗
漱
に
到
着
す

る
℃
云
ふ
こ
だ
で
あ
る
。

而
し
て
見
れ
は

必
然
的
で
め
る
だ
思

ふ
。
是
れ
静
観

の
方
面
に
於
て
は
、
吾
人
は
ロ
ハ汎
帥
轍
を
確
立
し
得
た
∫
け
で
あ

る
か
ら
、

此
庭
に
活
動
の
方
面
に
於
て
.
他

の
宗
激
的
債
値
が
其
地
位
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
楓
か
ら
で
あ
る
。
静
観
的
、
井

人
格
的
及
び
不
肚
會
的
系
列
の
終
極
ε
し
て
の
信
仰
は
、

一
元
主
義
的
傾
向
を
以
て
、
必
然
的
に
世
界
否
定
に
達

し
た
ご
す
れ
ば
、
無
数

の
箇
人
の
人
格
的
生
活
が
夫
れ
実
れ
完
全
に
終
結
さ
る
可
き
此

の
場
合
に
於
て
は
、
只
人

格
的
及
び
肚
會
的
活
動
の
多
様
、
豊
富
の
肯
定
の
み
が
、
取
扱
は
れ
る
こ
ご
を
要
す

る
。
確
か
に
此
庭
で
は
神
虚

脱

苑

リ
ソ
ケ
ル
ト
の
便
値
罷
系
(二
)
.

第
+
四
巻

(第
二
號
四
〇
ご

一
五
[
.

.



、

、

説

苑

リ
ッ
ケ
ル
ト
㊨
慨
値
艦
系
〔二
)

、

第
+
四
恕

(第
二
號

四
〇
二
)

蓋

一門

世
界

ε

は
、
相
離

れ
て
存

立
す

る
。
而

し
て
両
者
は

親
密

な

る
結
合
を
な
す

に
於

て
も
、
矢
張
昼
別

れ
て
居

ら
ね

ば
な
ら

源
。
完

全
終
結
的

な
総
臓

的
人
格
者

(色
3

く
。
〒
2
会

∩訂

↓
。芭

竜
。「のび
三
{∩穿
m
澤
)
こ
し
て
の
棘

ε
、
主

観

ε
の
關
係

は
、
士
⊥硯

の
.有
限
的
或

は
終
結
的
存
在

を
、
確

か
に
不
完

全

か
ら
救

ふ
が
、
併

し
之
を
神
秘
的

に
止

揚
す

る
こ
ε
は
出
来

な

い
。
之

れ
に
反

し
て
吾
人

が
愛

し
、
又
愛

さ
れ
る
ご
信

じ
得

る
、
人
格
的
超

越
若

戎

は
永

久
者

に
、
人
格
的

に
關
興

す

る
こ
ε
.に
よ
り
て
、
吾

人
は
吾
人

の
人
格
的

生
活
を
、
其

の
簡
性
的

豊
富

に
於

て
、

大

に
高

め
る

こ
ご
が
出
来

る
。
而

し
て
只
吐
く

の
如

く

に
し
て
の
み
、
多
元
主
義
的

傾
向

が
終
結

に
達
す

る
の
で

あ

る
。
此

の
宗
敏
は
生
活

が
、
自

己

の
特

殊

な
力

か
ら

し
て
は
、
到
底
獲
達

さ
せ
る

こ
ε
の
出
來

な

い

↓
の
慣
値

を

、
之

れ
に
與

へ
る

こ
ご
に

よ
b

て
、
之
を
現
在
及

び
將

來

に
於

て
支
.
へ
、

且

つ
固

め
る
の
で
あ
る
。

此
く
て
永

久
者
が
時
間

的
な

る
も

の

、
中

に
、
神
的

な

る
も

の

が
人
間

的
な

る
も

の

Σ
中

に
、
紹
対
者

が
相

掛
者

の
中
に
、

完

全
終

結
的
な

る
も

の
が
不
終
結

的
及

び
有
限
的
な

る
も

の

Σ
中

に
、
人
格
者

の
総
膿
性

が
特
殊
性

の
中
に
移

し

込

ま
れ
、
而

し
て
夫
れ

は
從
來

の
見
地

の
下

で
は
、

人
格

的
生
活

に
於
け

る
完
成

さ
れ
な

い
も
の

ε
し

て
、
或

は

反

意
義

的

な
も

の
ε
し
て

さ

へ
も
見
倣

さ
れ
得

た

る
も

の
に
も
、

償
値

を
與

へ
る
で
あ
ら

う
。

右
に
述

べ
し
余
輩

の
考

へ
の
主
旨

は
、
明
白

で
あ

る
ε
思

ふ
。

云
ふ
ま
で
も

な
く

、

一
の
世
界
観

に
於
て
、
二

種

の
宗
教
酌
量
(理
が
並
立

し
得

な

い
。
併

し
余
輩
は

此
庭

で
は
、
只
種

存
な

る
償
値

を
出
家

る
だ
け
完

全

に
、
組

織
的

に
調
整

せ
ん
ε
す

る
だ
け
で
、
決
し
て
宗
教
的
生

活

の
続

　
的

意
義
闡

明
を
企
だ
「て

る
の
で
な

い
の
で
あ

る
。

余
輩
は
何

れ
の
宗
敏
が
眞
理

で
あ

る

か
.c
云

ふ
問
題

に
は

塗
く
　胸
れ
な

い
で
、

只

一
紳
歎

の
人
格
的
神
及

び
活
動

的
璽
魂

の
豊
冨

が
、
糊
静

的
方
面

に
於
け

る
汎
紳
敏

己
同
様

に
、
余
輩

の
領
臨
騰
系

の
型

に
於

て
、
適

當

に
其

の



地
位
を
占

め
る
事
を
確
定
せ
ん
ざ
す
る
だ
け
で
あ
る
。
吾
人
が
静
観
的
方
面
に
於
て
見
出
せ
る
客
観
の
完
全
終
結

的
総
膿

ε
、
活
動
的
万
面
に
於
け
る
主
観

の
完
全
終
結
的
総
膿
ご
は
、
相
野
慮
す
可
き
も
の
で
あ
る
・
配
し
て
前

者

の
場
合
に
於
て
は
、

【
切

の
人
格
的
.
箇
人
的
、
活
動
的
及
び
祉
會
的
生
活
は
、

一
元
主
義
の
貧
し
き
恵
輻
中

に
没
す
る
が
、
後
者

の
場
合

に
於
て
は
、
其

の
生
活
の
豊
富
が
多
元
主
義
的
に
、
永
久
者

に
結
び
付
け
β

れ
る
の

で
め
る
。
総
て
の
箇
人
は
人
格
者

ご
し
て
、
人
格
的
脾
に

一
の
人
格
的
關
係
を
有
し
、
吐
く
て
其
の
箇
人
的
特
殊

性
を
、
完
杢
終
結
的
総
膿
性

蓬
結
合
す
る
。
箇
人
ご
し
て
彼
等
は
、
「
地
上

に
於
け
る
瀞

の
王
国
」
を
建
設
す
る
矯

め
に
努
力
し
、
而
し
て
夫
れ
に
よ
り
て
有
限
餉
笥
人
よ
b
も
、
よ
り
大
な

る
も

の
ε
な
り
得
る
。
終
b
に
肚
會
的

要
素
も
亦
、

一
切
の
無
常
の
上
に
高
め
ら
れ
て
現
は
れ
る
。
.此
の
豊
富
の
宗
敏
に
於
て
は
、
神
は
實

に
各
箇
人
の

我
航
封
し
て
、
之
れ
ご
最
も
内
部
的
に
交
通
す

る
ご
認
め
ら
れ
る
威
の
、

一
の
特
殊
な
る
汝

こ
し
て
現
は
れ
る
。

紳
の
愛
は
地
上
の
も
の
を
、
来
れ
自
身
の
中
に
取
り
入
れ
、
而
し
て
之
れ
に
最
高
の
淳
化
を
輿

へ
る
。
総
て
の
黙
.

に
附
て
、
箇
人
的
、
活
動
的
及
び
胤
會
的
關
係
に
於
て
、
信
者
は
有
限
性
の
蝸
か
ら
救
は
れ
る
ε
、
信
ず
る
こ
ご

が
出
來
る
の
で
あ
る
。

右
に
述

べ
し
こ
ご
に
よ
り
て
、
静
観

の
最
後
の
階
段

芒
同
じ
く
、

一
の
宗
敏
的
性
質
を
帯
ぶ
る
が
、
而
も
実
れ

に
拘
ら
す
、
根
本
的
に
異
な
れ
る
種
類
の
贋
値
を
具
有
す
る
威
の
、此
の
活
動
の
最
後
の
階
段
の
特
質
附
け
は
、
充

」

分
で
あ
ら
う

ε
思

ふ
。
終

り
に
吾

人
は
其

の
現
實

な

る
文
化
生
活

ご
の
關

係
を
考

へ
る
ε
、
歴
更
的

宗
漱

の
中

で
、

人
格
的
完

全
終

結

の
此

の
理
想

ご
、
全
然

一
致
す

る

も

の
は
全
く
見
出

さ
れ
な

い
。
併
℃
此

の
事

は
、
吾

人

の
組

.
親

苑

η
ツ
ケ
ル
ト
の
偵
値
禮
系
〔二
)

斜
十
四
巻
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四
◎
三
)
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、
説

苑

リ
・
ケ
ル
あ

慨
雛

墾

じ

筆

四
巻

(第
二
號

四
面

)

一
面

観
的
結
合
曼

し
て
は
轟

で
な
い
。
吾
人
が
圖
式
的
豪

は
饗

し
て
覗
き
出
し
得
砦

最
ξ

轟

な
・
特

徴
の
戴
物
が
・
叉
蕃

土
眼
前
に
存
穿

・
　、宗
激
、
即
ち
暮

敏
に
於
て
、
鞍
見
・
れ
皇

至

だ
け
で
充
分

で
あ

る
。

實

に
人

々
が
其

の
猫

立
性
を
保
持
す

る
箇

人
的
塞

魂

の
多

ざ
相

並

ん
で
、

一
の
人
格

神
の
存

在
す

る
を

信

ず

る
何
威

に
於

て
も

、

一
神

漱

ε
汎

紳
激

ど
の
決

定
的

射
向
は
、
明
ら

か

に
現
は
れ

て
居

・⇔
の
で
あ

る
。
更

に

歴
史
的
諸
宗
敏
は
、
両
典
型
か
ら

の
諸
要
素
が
相
結
合
し
て
成
立
す
る
構
成
讐

し
て
理
解
さ
る
可
き
で
あ
る
。

例

へ
ば
基
督
激
的
神
秘
主
義

は
、
肚
會
的
活
動
の
人
格
償
値
が
、
不
肚
會
的
静
観
の
汎
帥
敏
的
理
想

蓬
結

び
付
け

ら
れ
る
・

あ

混
合
形
聾

し
て
理
解
さ
る
可
き
で
あ
る
。
併
し
歴
史
的
戎
化
生
活
を
、
其
の
陰
影
及
び
濃
淡
に

從
ふ
て
・
詳
ヒ

匠
別
し
.
組
織
す
る
ε
云
ふ
こ
ε
は
、
此
庭
で
は
必
要
で
な

い
。
此
虚
で
は
只
財
を
、
之
れ
に

附
着
す

る
償
値

の
根
本

的
差

異

に
從

ふ
て
、
調
整

す

る
嬉
云

ふ

こ
ざ
だ
け

が
、
吾
人

の
問
題

で
あ

る
の
で

め
る
。

/

鞠

、

.


